
No.5 駅周辺
まちづくりニュース

このまち、もっと好きになる。このまち、もっと好きになる。

発行日：令和 8年 9月

　モノレールの延伸を見据えた（仮称）No.5 駅（以下「No.5 駅」）周辺のまちづくりを検討するため、

地域のみなさまと武蔵村山市が協力し、協議会を実施しています。

   このニュースでは協議会の様子をお届けします。

Vol.5

はじめに ...

　令和 8 年 8 月 22 日（土）に第 5 回 No.5 駅

周辺まちづくり協議会を開催し、活発な意見

交換が行われました。

　今回は協議結果の取りまとめとして、提言

内容の検討を行いました。

第 5回協議会を開催しました！

　事務局より、第 4 回まちづくり協議会にて

出された委員意見の要旨について確認しまし

た。

委員意見の振り返り

意見交換
提言内容の検討

　これまでの協議内容を取りまとめた提言書

（素案）を基に、提言内容について意見交換を

行いました。

　駅周辺の商業環境の充実や、既存の小型店の

広報、里山民家や総合体育館を盛り上げるため

の事業誘致等の意見が出されました。

　また、実現に向けた市と市民の協力方法につ

いてのご意見や、提言書内で武蔵村山高校や里

山民家といった地域資源を強調すべきといった

意見が出されました。

　次回も引き続き提言の内容について検討し、

取りまとめを行います。
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協議結果のとりまとめ

問合わせ先　武蔵村山市 都市整備部 沿線まちづくり課 沿線まちづくり計画係

TEL:042-565-1111（内線 279）

ホームページ　https://www.city.musashimurayama.lg.jp/shisei/shisaku/
                     machizukuri/1002063/1022320/1022166.html

次回とこれからの流れ

テーマ

日　時 令和 8 年 9 月 19 日

午前 9 時 30 分から

（2 時間程度）

武蔵村山市役所　本庁舎 4 階

中部地区会館

402 学習室 AB

場　所

最初 中間 終わり

・第１回協議会
・第２回協議会
・第３回協議会
・第４回協議会

・第５回協議会
・第６回協議会

次回「第 6回協議会」

キックオフ

・自己紹介

・趣旨説明

・意見交換

テーマ別協議
【テーマ】

◆土地利用

◆道路・交通ネットワーク

◆景観形成　　　  等

提言書の
検討

・協議結果の

   取りまとめ

次回！

地域資源 道路 ・交通ネットワーク

▪ 武蔵村山市に住んでいる人は鉄道に乗る

生活が定着していないため、モノレール

を利用してもらうためには駅へのアクセ

スが重要である。

▪ 遊歩道を歩いて地域資源を訪れ、大型商

業施設に立ち寄り、モノレールで帰って

くるといった回遊の仕組みが考えられる

と良い。

▪ モノレールを使って市内の色々なところ

に行けるようになると良い。

▪ 工事で通学路が通れなくなると不便なた

め、通れる道を確保してほしい。

▪ 送迎保育ステーションは保護者や保育士

との信頼関係を含めて検討してほしい。

▪ 提言の実現にあたっては、市民の協力を

得るため、市民等へ「モノレールで何か

やりませんか」というメッセージを発信

し、やりたい人が手を挙げられる窓口が

あると良い。

▪ 他駅での提言書を含めて、今後まちづく

りを検討する中で、庁内横断的なプロジェ

クトチームを立ち上げることで、より具

体的なまちづくりにつなげてほしい。

▪ 禅昌寺が持つポテンシャルを生かし、地

域外の人が訪れるような地域資源・観光

資源になると良い。

▪ 総合体育館をモデルとしつつ、地区会館

や家庭でもできるシニア向けのスポーツ・

健康増進プログラムが充実すると良い。

▪ 里山民家や総合体育館への道のりも含め

て盛り上げるための事業誘致ができると

良い。

▪ 提言書の中で地域資源をもっと大々的に

アピールすると良い。

▪ 里山民家等の様々な地域資源を上手く活

用し、外からの人も立ち寄るＮｏ.５駅と

いう点を重視すると良い。 その他意見

提言内容の検討

土地利用

▪ 商業施設が少ないため、商業環境の充実

を推進してほしい。

▪ 昔からある小規模店舗が武蔵村山市の良

さであるため、冊子などで紹介してほし

い。

▪ 学校ごとの特色ある活動を行う場所や、

駅でＷｉ－Ｆｉが利用できる場所、災害

時の一時避難場所があると良い。

▪ 三ツ木地区学習等供用施設に飲食スペー

スがあれば生徒や若者も利用すると思う。


